











女性の研究に従来のフェミニスト批評だけではな-､なぜポストコロニアル批評を加えなければならないのかも説明する｡ポストコロニアル研究の発端となった著書OT･ien･talisTn　()987)　の著者EdwardSaidt　それに続-代表的なポストコロニアル理論家HomiK.Bhabha〉FraロtSF a n o n , B e n t i a  P a r r y , G a y a t r i C h a k r a v o r t y  S p i v a k ,Mihn-haTrihnなどのポストコロニアル理論を紹介するoポストコロニアル理論を援用してのチョ-サー研究にあた-､チョ-サーの立場をどうとらえるかも考察する｡
C h a p t e r T w o : T h e r e s i s t a n c e o f t h e S y r i a n m o t h e r l i n I
tawintheManoftheLaw'sTaleでは､SyriaとNorth･umbertandの表象を比較することによりtheManofLawのtheOrient(Syria)　に対 アンビヴアレントな態度について論じる｡ heManofLawがもっぱら egativeなオリエンタリズムを抱いているという従来の説にたいして､
1 4　先行研究では見過ごされてきたtheEng-ishmother⊥n-
-awについての描写を検討することにより､疑問を投げかける｡彼の言説はその時代の主要なイデオロギーに制約されているというより､むしろ発話の途中　S-ippageが生じ､他者の声が紛れ込んでしまいアンビヴアレントになっている｡
C h a p t e r T h r e e : C a n a c e e ' s p r o b t e m a t i c m a - g e i n t h e
Squire'sTaleはt CanaceeとCambatoの近親婚についてと､近親婚への不安から話の途中で口をはさむtheFrankI-inの中断につ て考察す ｡本章で t TheSquireは､canaceeと両 を同 くする兄､futTbrotherとの結婚について語っているという定説に異を唱える｡モンゴルの結婚の風習に関する 世のオリエンタリスト達 記録を辿ることにより'theSquireはモンゴルの風習どおり､Ca･nacee 異母兄､ atf-brotherとの結婚 指している いう可能性を提示する｡モンゴルの風習を無邪気に語 theSquireに対して､theFr ロk-inは近親婚への危悦を覚え､中断に入る｡近親婚への不安が中断の理由であるというのは定説であるが､fhtcon エヒソードは無視されてきた｡このfatconエピソードに注意を向けるこ により､Ca･naceeという名前の連想とfhtconエピソードがどのように結びついて近親婚への危快 至ったかを追求する｡チョ-サーはふたりのカン夕べリ巡礼､theSquireと h
Franktinを通して､モンゴルの世界に対する異なる態度'オリエンタリズムのアンビヴアレントな側面を示している｡
ChapterFour:ThecolonizationofDidoはtheHouse
ofFaTneとtheLegendofGoodWoTnenにおけ Didoについて論じる｡JaneEyeとWideSargassoSea ついのSpivakによるポストコロニアル批評を援用して､どのようにコロニアルな主体Didoの声が聞こえて-るかを探求する｡TheHouseofFameについての前半の部分4.).D i d o ' s a c c u s a t i o n o f V i r g i ) a d A e n e a s i n t h e H o u s e o fFameは､Didoの"Forthrghyowismynametorn"(三四六)　の非難と嘆きの言葉 焦点をあてて'貞節の誉れ高いDidoになされたVirg )によるepistemicviotenc 取りあげる.チョ-サーは､｢V rgi)が貞節なDidoの名声を汚した｣というV rgi)批判を知っていてt TheHouseofFaTneの中で､DidoにAeneasだけでな-Vir琶をも同時に攻撃させて､彼女の名声を腔めた責任を暗示しているのではないかと考察｡"fame"という語に内包される唆味な意味が､他社の表象の信慣性への疑いに結び付けられいる｡後半のtheLegendoFGoodWoTnen ついての､4.2.CotonizingDidoi th LegendofGoo Women ところではT theHouseof では省略されて たAeneasにょるDid とCartha e 植民地化のプロセスに焦点をあてる｡どのようにして外国人であるAeneasとそ 部下た
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ちが､漂着地Carthageとそこの女王Didoをしだいに占領し､支配し､見捨てていくかを､一四世紀の歴史的背景と照らしながら考察する｡AnneJAlcesteの要請でチョ-サー/Legendの語り手は女性の視点から語る｡しかし､Didoにつけ れた㌔e-y〉}というepith tに内包される重層的な意味からチョ-サーの複雑でアンビヴアレントな態度が垣間見られる｡
C h a p t e r F i v e : D o m e s t i c a t i n g A m a z o n s i n t h e K n i g h t . s
Taleでは､Homi A.Bhabha mimicry stippag VFrantsFanonのmaskとcamouflag の理論に基づいて､the K m  + g h t ' s T a l eの中で､the只P gh tとTh s e u sがいかにアマゾンの女性の過去を隠蔽し､元アマゾン 女性達を"mimicW sterncivi)izedwomen"に仕立て上げるこ に腐心するか検討してゆく｡彼らの"domesticationofAma･zons"アマゾンの女性の教化は､Hyppotyt の場合は､表面的にはC0-onizer 規範に従おうという彼女の意志のため'比較的に容易になされたか みえる｡一方彼女のほうでは西洋女性の模範的な振る舞いの模倣(mi cry)を通して､抵抗や転覆を密かに試みる｡T eseusもtheKnightもEmetyeの教化については難渋をきわめる｡Emetyeを結婚の制度に飲めこむことにより覇権を狙うTheseusの思惑は､その過程でS-ippageが生じ'頓挫する｡同様に語り手theKnightは' のロマンスのヒロインの仮面
(Mask)　の下からEme-yeのアマゾンの女性というアイ
デンティティを暴露してしまう.一四世紀の十字軍による他者の支配や教化がいかに困難極まりない使命であったかを反映している｡
C h a p t e r S i x : T r a n s g r e s s t n g t h e b o r d e r t i n e o f g e n d e r :
ZenobiaintheMonk'sTaleでは､何故theMonkがZen?biaを罰したのか､また､何故彼女が0rientの女性なかを検討する｡教会の一員としてt theMonkは'服装や道具などの外側から見えるサインによって明示されない限りジェンダーの境界が暖味であるこ に不安を抱い いた｡そのため､キリスト教の教義に たがってt theMonk男装のZenobiaに軍事の用の兜　(he-met)　のかわり 女性の被-物(headdress) かぶり､しや-(scepter)　のかわりに糸巻き棒　( istaff)　を持つことを強要することで罰する｡theMonkがzenob aに与えた罰は'彼自身の属する修道院をも含む教会側の制度が内包する混乱 歪への不安の裏返しでもある｡TheMonkは0rientが相対主義
(retativism)　の地域であ-､そこでは多分､ジェンダー
の境界を越え ことは､不問に付され､罰も下されないと思っている｡しかしながら､異教徒の0r e t的相対主義はヨーロッパのキリスト教の絶対主義により矯正されなければならない｡0rient 女性によるジェンダーの境界侵犯は教会の土台を揺 が ねない脅威で り､その種は
1 6　根絶しておく必要があるのである｡
ChapterSeven:Conctusion他者に対するチョ-サーの
表象は植民地の支配者のイデオロギーの影響をうけ'ネガティヴであるというのが従来の代表的見解であった｡しかしポストコロニアル研究による本論が示す結果は､チョ-サーの他者の表象は複雑でアンビヴアレントであるというものだった｡ジェンダー'文化'宗教上 他者の視点からチョ-サーの作品を読み直してみると､作品に浮かび上がって-るのは非西洋 女性につ て 異種混活性､多様な見解､複雑でアンビヴアレ トな表象 ある｡これは､軍人､外交官､税関官吏'宮廷人などとして様々な公務を担い､そして且つ詩人であった作者自身の複雑な立場に起因し'また､一四世紀という時代の複雑 歴史背景や態度を反映している｡十字軍は植民地主義の始まりでもあった｡中世後期の英国は異教徒の土地獲得にフランスとし ぎをけず-､現地で他者を克服､支配していた｡チョーサー自身もパトロンJohnorGauntなどに仕える宮廷人として'植民地主義支配者の立場と無縁ではなかった｡ かし一方で'チョ-サーは'フラ スやラテンの文化や文学 影響下､脱植民地化を密かに狙い､低 英語の地位を向上させようとする｡まさにポストコ ニアルライター である｡この複雑な立場から'矛盾する声が交錯し 複雑 アンビヴレンーな表象が生 れるのである｡中性 文学のポストコ
ロニアル研究の今後の展望として､非西洋の資料を発掘し､また非西洋の視点から読み直しを行うことによって､従来の西洋中心主義的研究では見えてこなかった部分に光を当てることができる ではないだろうか｡本論での試みはそのささやかな一歩にすぎない.























SevenのConctusion､そして本論部分chapterTwoからChapterSixまでの七草から成り立っている｡ChapterOn ‥lntrod cti呂C h a t r T w : T h e r e s i s t a n e o f t h e S y r i a n m o t h e r -
in⊥awintheManoFtheLaw'sTale
ChapterThree‥Ca acee'sprobl maticmamgeinthe
S q u i T l e ' S T a l
C h a p t e r F o u : T e c o i z a t i o n o f D i d 04 . ) . D i d o ' s  c c u s a t i n  f V i r g i t  a n d  A e n e a s  i n  t h e
H o u s e o f F a m e
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T a l e
C h a p t e r S i x : T a n s g r e s s i n g b o r d e r i n o f g e n d r :
Z e n o b i a i n t h e M n k ' s T a l e









害されるが'その後ローマへ戻り幸福に暮らすという物語である｡溝口氏はT ivetとGowerの種本とChauc の物語を比較して相違を明らかにする｡従来の研究によるOrient(Syria)　について言及 加えて､著者はEnglishmothe -in-Lawにも焦点を当て､c ucer よるCoP･stanceの描写に異文化との遭遇､国際結婚の諸問題'異教徒義母との乱蝶などの　｢他者性　(Otherness)｣を認め､作品中にstippage(矛盾する亀裂)　やambivatence(あいまい性)　が存在することをBhabhaの立場を支持して指摘する｡このような場面を捉えるには'ポストコロニアル理論が広範に適用できると著者は主張 る｡C h a p t e r T h r e e
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TheSquire'sTale『騎士見習の話』ではCanacee(ジ
ンギス･カンの娘)　の異母兄Camba-ooとの結婚話が紹介されている｡キリスト教徒の絶対主義的立場のFrank･-in　(郷土)　は危悦を感じるモンゴルの風習･文化　(鷹のエピソード､近親婚､宴会､剣の効力など)　について､相対主義的立場に立つ騎士見習と対立を生じている｡溝口氏はChaucerが0rient世界を受容する精神性を展開しているとして､saidの0rientaLismに依拠してこの作品を分析し､ポストコロニアル理論が適切であると主張する｡C h a p t e r F o r
4.).TheHouseoFFaTne　『名声の館』　では､貞節の誉れ




Chaucerの態度は複雑で､アンビヴァレントであると著者は指摘する｡さらにt chaucer は植民化された女性の欺きというポストコロニアル的特徴が現れていると主張する｡C h a p t e r F i v
TheKnight'sTale『騎士の話』はTheCanterbuTyTales










換えることを強要される物語である｡修道士がzenobiaの服装･道具の点からジェンダーの境界があいまいであることに不安を抱き､キリスー教の絶対主義的教義にしたがって罰するが'溝口氏は'従来研究され 来なかったZenobiaについてのジェンダー越境や男装を0rientの相対主義の視点から考察しt Orientで許容されたジェンダーの越境をポストコロニアル理論の立場から捉え いる｡C h a p t e r S e v e n
従来の研究では､chaucerは｢他者　(Othemess)｣を
否定的に表現しているという見解が示されて来たが､ボスコロニアル研究の立場から､ジェンダー'文化ならびに宗教上の　｢他者｣を考察する t chaucer 非西洋の女性を異種混交'見解の多様性'複雑でアンビヴアレントな表現をしている'と溝口氏は指摘する｡この原因とし '著者はChaucerが外交官'税関官吏'宮廷人という公的な
立場にあったことと同時に詩人としての私的な立場にあったことを挙げ､その結果､詩人は当時のフランス､イタリアの文化･文学の強い影響を受けて'イギリスの脱植民地化と英語の地位の向上を意図した､ポストコロニアル詩人になった ではないかと結論づけている｡
溝口氏はt chaucerの諸作品に見られるポストコロニ
アル的表象を独自の視点で纏めており'本論文 説得力を持たせている｡以上 点から､本論文で た研究目的は十分に達成されていると考える｡3.文献収集の広範さと実証性について
参考文献には五〇〇以上の書物･論文が掲載されている
ことから明らかなとおり､溝口氏がChaucerの主要作品とそれらに関連する中世英文学諸作品を丹念に読み､種本として取-上げられた､中世ラテン文学のVirgi),Ovidtおよび中世イタリア 学のBoccaccioなどの作品と詳細に照合して､種本とChaucer作品の差異を詳細に検証していることは確かである｡これ の実証的資料 ポストコロニアル理論の視点から検討し､Chaucerの諸作品 ori･eロ七を内包する複合的西洋か 創作さ と考察し点も評価され ｡異なる文化や宗教を維持 人々との交流を的確に捉えることに り､文学作品 新鮮さが加味されるとする著者の主張も十分領ける｡
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